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■一望

｢地球環境保全+は社会的なキーワードとな

り,さまざまな分野で技術開発が進められて

いる｡家庭電化製品のリサイクル,フロン分

解,未利用エネルギー活用,湖沼浄化システ

ムなどの先駆的システム･製品を発表した｡

産業分野では,ワークステーションやパソ

コン環境に適した自律分散アーキテクチャの

実用化が進んだ｡

ビル設備分野では意匠と機能を一新し,障

害者や高齢者に優しいエレベーター(ビルエ

ースNEWブリード),寒冷地向けヒートポンプ

式パッケージエアコンなどの新製品を送り出

した｡

自動車エンジン筒内噴射方式の燃焼解析技

術,半導体不良解析用の集束イオンビーム加

工観察装置,高性能全身用X線CT装置など

は,それぞれの分野での特徴的な開発である｡

家庭電気晶では,ユーザーニーズの徹底分

析を基にした新製品を多く市場に出し,｢野菜

中心蔵+冷蔵庫,｢新マルチウインドウ+テレ

ビなどが高い評価を得ている｡



環境･公共システム

一環境システムー
地球規模の環境改善が求められている中､地域環境監視のための衛星画像データ利用技術､廃棄物処理･リサイクルシステム､エネルギーの有

効利用システムを開発した｡また､より良い生活環境実現のための都市基盤に係わる広域管理システムを納入した｡

封 先端衛星画像データ利用による環境監視･管理システム

米国の規制緩和により,軍事衛星に利用されて

いた小型の衛星アーキテクチャ,搭載機器,高性

能コンピュータなどの商用利用が可能となった｡

これにより,1～3mの空間分解能を持つ商用高分

解能画像衛星を低価格で実現できるようになった｡

日立製作所は米国ボール社,CTA社,イタリア

のテレスパッチオ社などと組んで国際コンソーシ

アムを構成し,アース･ウオッチ(EW)社へ資本参

加した｡EW社は,3m分解能のアーリーバード衛

星(EB:EarlyBird)を1997年初頭に,1m分解能

のクイックバード衛星(QB:Quick Bird)を1998

年前半に打ち上げ予定である｡EBおよびQB衛星

の本体外観を図】に,その衛星画像データ(シミュ

レーション)を図2にそれぞれ示す｡

日立製作所は,全世界に対する撮影権とわが国

を含むアジア地域でのデータ独占販売権を取得し

ている｡衛星データは,防災･環境監視,地図作

成,農林･水産資源管理などでの利用が期待され

ており,さらに,国家安全保障や危機管理での利

用も可能である｡日立製作所は,衛星データの提

供だけでなく,それぞれの目的に応じたリモート

センジング システム,地理情報システム,監視･

ヨ スーパークリーンリサイクル発電システム

E≡≡】
除じん装置

重油
タンク

ポイラ
ごみ

焼却炉

改質器

ダイオキシン

高5五分解燃焼 クリーンな排ガス

過熱器蒸発器

蒸気ヘッダ

蒸気

タービン

煙突

′ヽノ

脱気器
復水器

スーパークリーンリサイクル発電の改質燃焼器

アースウォッチ

衛星 瀞 アーリーバード

衛星
才ノ

クイックバード

衛星

サービス開始時期 1997年1月(予定) 1998年第1四半期(予定)

区= 高分解能画像衛星の外観

汲

アーリ¶バード衛星画像 クイックハード衛星画像

(分解能3m) (分解能1m)

図2 アースウォッチ衛星シミュレーション画像

管理システムを提供できる｡なお,ここ数年以内

に,EB衛星2機およびQB衛星2機の計4機体制

を計画しており,衛星データの入手が容易になる

見通しである｡

エネルギーの有効活用と廃棄物処理に伴う環境

問題の二つの視点から,これまで以上に高効率で

クリーンなごみ発電が望まれている｡

日立製作所は,焼却炉から発生した蒸気の高温

化による高効率発電とともに,ごみ焼却排ガス中

に含まれるダイオキシン類などを高温で分解して

水や炭酸ガスなどの無害物質に変換する｢スーパー

クリーンリサイクル発電+の開発を推進している｡

スーパークリーンリサイクル発電では,専用の

改質器により,外部燃料を水蒸気で改質して得た

水素含有燃料を,焼却炉からのごみ焼却排ガスと

ともに燃焼器でもう一度燃焼させる｡これにより,

ダイオキシンを高温分解して無害化を図るととも

に,改質燃焼器で発生する高温の燃焼ガスでボイ

ラ蒸気を高温化し,熱効率を上げる｡

実験の結果,ダイオキシンが大幅に減少するだけ

でなく,NOxも同時に低減できる効果が認められた｡

(発表語:日立評論 平成8年7月号)
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ヨ 廃冷蔵庫断熱材フロン回収実証研究設備

±沼嘩.…
廃冷蔵庫断熱材フロン回収実証研究設備

財団法人家電製品協会により,廃家電品の適正

処理とリサイクルヘの取組みが進められている｡

その一環として同協会から発注された廃冷蔵庫断

熱材フロン回収実証研究設備を納入し,1996年

4月実証運転を開始した｡

この設備は,冷蔵俸の断熱材(発泡ポリウレタ

ン)を微粉砕し,断熱材フロン(CFC-11)を脱気し

て液化回収するもので,国内初の廃冷蔵庫断熱材

フロン回収実証設備である｡

処理能力:

特徴:(1)

(2)

(3)

3トン/時(冷蔵庫約50台)

フロンの回収率90%以上

既存破砕処理設備への追設が容易

脱気後のウレタンを去に減容
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.･空
冷媒フロン回収システム

冷蔵庫などの冷媒フロン(CFC-12)を冷凍機油

ごと抜き出すことにより,高い回収率で冷媒フロ

ンを回収するシステムを1996年6月に発売した｡

冷蔵庫の冷媒フロンは封入量の約80%(外気温

200c)が油に溶存している｡このシステムは,コン

プレッサに直接穴をあけて油ごと冷媒フロンを抜

き出し,真空,加熱,かくはんによって油とフロ

ンを分離,回収するものである｡

回収時間:1台当たり3分

特徴:(1)冷凍機油に溶存したフロンも回収

(2)既存のフロン回収装置に接続可能

(3)運搬,設置が容易

g 触媒方式フロン分解装置
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触媒方式フロン分解装置
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冷蔵庫

穴あけ装置

冷媒フロン回収システム

搬送コンペヤ

琶s

フロン回収装置

鯛
フロン分離装置 冷凍機油

フロン(CFC-11,CFC-12,HCFC-22)を無害な

CaF2とCaC12に分解するフロン分解装置を1996年

6月に発売した｡フロンは結合が強く安定なため,

熱分解には1,000℃以上での処理が必要である｡

この場合,設備も複雑となり規模も大きくなる｡

この装置は,触媒を用いることにより,比較的低

温で効率よ

処理能力:

特徴:(1)

(2)

(3)

くフロンを分解するものである｡

1kg/時(50kg/暗まで対応可能)

装置,運転コストともに安価

低い温度(400℃)で高い分解率

(99.99%)

車載移動も可能(処理能力3kg/暗まで)



生 プラスチック分別装置

プラスチック複合材の成形加工時に発生する端

材,使用済みプラスチック製品,ペットボトルな

■■

が

≦′量感

処理能力=150kg/h
PP･PVC混合比:6-4

分別精度:PP,PVCと
も99%以上

プラスチック分

別装置｢ハイド

ロサイクロンシ

ステム+

ど,これまで廃棄されていた混合プラスチック破

砕片を高精度(99%以上)に分別回収するハイドロ

サイクロンシステムを開発した｡

特 徴:(1)プラスチックの比重差を利用して,

ハイドロサイクロンで高精度水分級

(2)プラスチック投入から分別･脱水,

回収までを行うコンパクトシステム

適用例:(1)塩化ビニル(PVC)とポリプロピレ

ン(PP)の分別

(2)ペット樹脂とPP,PEの分別など混

合プラスチック片の分別

(納入時期:1996年4月)

封 ごみ焼却プラントの高度運転総合計装制御システム

環境保護を考慮した公害防.1L対策とごみ焼却で

得られるエネルギーの有効利用が,ごみ焼却設備

の課題である｡これらの設備を安全かつ効率的に

運転する目的で,ごみ焼却設備用高度運転総合計

装制御システム``EX-R5000''を開発した｡

(1)トラックボール,マルチウインドウなどによ

る人にやさしいヒューマンインタフェースを実現

(2)熟練運転員の操作を自動化し,安全かつ迅速

な自動立ち-_Lげ･自動停止が可能

(3)併設の灰溶融や他工場の操業データも一元管理

さらにファジィ制御や新規開発の運転訓練シミ

ュレータにより,プラントの安定操業,運転技術

の向上が期待される｡

5i 生下水熱活用地域熟冷暖房システム

未利用エネルギー活用地域冷暖房システムは,

省エネルギー化に有効であるとして,通商産業省

ボール捕集韓
熱交換簾

ヒートホンフ

ボール洗浄装置]

オートストレーナ

l生下水取水ポンプ

下水ポンプ場

生下水熱回収設備 地域冷媛房システム

生下水熱活用地域熱供給システム

熟
需
要
先

叫
■

･-_

___=≧こ

裁

埼玉県東部清掃組合中央操作室

および建設省の補助制度等の促進策が取られてい

る｡生下水熱は都市近郊に大量かつ安定的に熱量

が月武存しており,地域冷暖房システムに適したも

のと言える｡

日立製作所は,火力･原子力発電所の復水器で

実績を持つポールi先浄装置を応用した生下水熱回

収システムを開発した｡このシステムは,熱回収

を行う熱交換器の伝熱管内に付着する生下水の汚

れをスポンジボールを循環させて除去するもの

で,高効率熱回収の維持,運転の自動化およびメ

ンテナンスの効率化を実現させた｡
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ジェットバーナ式廃棄物乾燥システム

腐芸,

固体･気体混合流

ジェットパーナ
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ジェット流

格付埋処

捕集芸

乾燥粒

特殊な吹出し口形状を持つジェットバーナで発

生させた高温･高速のジェット流による新方式の

粉砕･乾燥システムを各種廃棄物の減容化,リサ

イクル化を実現する新しい環境装置として開発し

た｡特に乾燥処理の難しい,(1)排水処理などで発

生する汚泥類,(2)魚介,食肉,野菜,果実,貝殻

などの食品残さい類,(3)オイルスラッジ,塗料残

さいなどの油泥類も容易に粉砕･乾燥処理ができ

る｡

このシステムは,無酸素状態の処理槽内に約

1,500℃で約1,200m/sのジェット流を噴出させ

て粉砕･かくはんと同時に乾燥を行うもので,燃

焼させることなく含水率数パーセントの乾燥粒を

得ることができる｡また,簡単な構造で運転･保

守が容易な自動化装置である｡

(納入時期:1996年11月)

(発表誌:日立評論 平成8年7月号)
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ジェットバーナ式廃棄物乾燥システム

…ノ句焼却灰溶融固化装置

廃棄物の焼却で発生する焼却灰を,高温で溶融

固化し,無害化する焼却灰溶融固化装置を開発し

た｡焼却灰は,約1,300-1,500℃に加熱すると溶

融する｡これを冷却すると体積が元の約‡のガラ
ス状固体(スラグ)になる｡スラグは酸やアルカリ

に対して比較的安定であるため重金属などを封じ

込めることもでき,埋め立て時の有害成分の溶出

も抑制できる｡さらに,土木建築資材などへの有

効利用が期待できる｡

この装置の特徴は,(1)黒鉛発熱体を用いた電磁

誘導加熱方式を採用したことにより小型化が可能,

(2)排ガス量がきわめて少なく,ガス処理装置のコ

ストが低い｡

こみ

焼却灰

焼却設備

灰フィーダ
(自動化)

出淫(し)口

発熱体投入
(自動化)

発熱体

コイル

(煙突へ)

集じん･排ガス

処理設備

排ガス

スラグプ冊ル

スラグ水槽
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家電･OA機器用LCA計算プログラム

入力

主要

部晶表

項

パソコン 共通

データペース

別

¢02(g)

カテゴ

NW=80RS

H粁-60R8

0 1亡).0¢ウ 2()一000

大気環境負荷(エコファクター g)

リー別

大気

士lめ立て
再汗井化

破砕･類別
分l宇

国昭
†土用

さ凡退･l厨売
組立工粗
野品加工工書i

芳村敷津エーi

家電･OA機器用LCA計算プログラム

湖沼水質リモートセンシング技術

リモートセンシング(遠隔計測)による監視技術

は,地球観測衛星データを利用するもので,従来

の定点観測では難しかった,汚濁状況の面的な監

視を実現する｡

この技術では,湖沼水面の分光反射特性が水質

によって異なることに着目し,衛星バンドデータ

と実測水質データとを用いた統計解析により,水

質評価式を作成する手法を開発した｡湖沼の代表

的な水質障害である｢あおこ+の発生個所を識別

できるほか,富栄養化の原因である窒素やリン,

植物プランクトン量の指標となるクロロフィルa

濃度分布を推定することができる｡

高度浄水処置システム

流人 気泡分布

気泡密度大

醍ヨ

【王ヨ!散気管

流出

オゾン反応槽の気液混相シミュレーション結果例

(反応槽内の液と気泡の混合状態を可視化できる｡)

環境に優しい環境配慮型製品の開発･設計を支

援するためのツールとして,パソコンで気軽に操

作できるLCA(Life CycleAssessment)計算プロ

ク○ラムを開発した｡LCAは,製品の製造から使

用･廃棄までのライフサイクル全体での石油など

の資源消費量や大気への炭酸ガスなどの排出量を

計算するもので,地球環境への影響程度を総合的

に評価できる｡主な特徴は次のとおりである｡

(1)回路基板の環境負荷などのデータベースの新

規作成で,家電･OA機器の評価が可能,(2)対話

型一括入力方式により,計算時間を逐次入力方式

に比べ‡以下に短縮,(3)製品の改良前後の結果
をグラフで比較表示可能

(発売予定時期:1997年4月)

湖沼内赤色部

東京一

衛星で推定したあおこ発生個所

湖沼水質リモートセンシング技術による湖沼水質観測

水源水質が悪化している浄水場では,安全でお

いしい水道水を供給するためにオゾン処理と生物

活性炭処理を組み合せた高度浄水処理プラントの

導入が進んでいる｡このうちオゾン処理について

は,経済的な運転のための設計･制御ツールの実

用化が求められている｡

その一手段として,オゾン反応槽の気液混相シ

ミュレーション技術を開発した｡この技術は,装

置構造と運転条件を入力することで,水流･水圧

分布,気泡挙動などを数値的に把握できる｡この

シミュレーション結果を利用して,オゾンガス接

触状況を可視化することができ,反応槽構造およ

び散気管配置の適正化を図ることが可能となる｡

また,この技術は,プラントの設計･計画支援,

さらに運転制御に応用することができる｡
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勿 湖沼浄化システム
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一転頭
霞ヶ浦における;充動床ろ過システムの湖水浄化実験

ダム貯水i也や湖沼で水質障害が発生する事例が

見受けられる｡これを解決する手法の一つとして,

直接浄化システムの導入が必要である｡

流動床ろ過システムは,薬品無添加で,目詰ま

りしにくい流動床方式を採用した直接浄化システ

ムで､浮遊する有機汚濁物質等の60%程度を除去

し,水質障害の発生を未然に防ぐ効果が期待で

きる｡

ポンプでくみ上げた水を,ろ過槽を通過させる｡

ろ過槽には粒径1mm程度のろ材が充填されてお

り,通過する水の流れに合わせてろ材が上下に移

動する｡このろ材に付着する微生物の働きにより,

水の中にある有機汚濁物質等を除去する｡発生し

た汚泥は,ろ過槽下部や沈降槽に堆積するので,

定期的に引抜き処分する｡

設備全体をフロートに搭載して水面に浮遊設置

することや,ソーラー電源による電力供給も可能

である｡

現在,霞ヶ浦で財団法人ダム水源地環境整備セ

ンターとフィールド実験中である｡
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静岡県警察本部納め新通信指令システム

静岡県警察本部納め新通信指令システムは1996

年9月に本格的な運用を開始した｡このシステム

は県内全域の110番を一括して受理し,パトカー,

警察署に的確な指令を行うことにより,事件の早

期解決を目指している｡

このシステムは,電話の受け付け,無線の指令

をコントロールする基本システムとともに,事件

の発生地点を検索して特定する地図表示システム

や,大勢の警察官が動員される緊急配備を的確に

指揮する緊急配備指揮システム,衛星電波を利用

したナビゲーション技術を応用してパトカーの現

在位置をリアルタイムで把握するカーロケータシ

ステム,70型4面マルチ大型ディスプレイなど,

ハイテク機器を多数導入しており,静岡児民の安

全を守る迅速な警察活動の一翼を担っている｡

日立製作所は,情報,通信,映像ほかの多分野

にまたがる技術を応用して,トータルシステムを

全般にわたって取りまとめた｡
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静岡県警察本部通信指令室
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望 静岡県焼津漁港管理事務所納め安全情報伝達施設

纂

安全情報伝達施設

水産庁で推進する安全情報伝達施設の整備事業

第1号機を1996年9月,静岡照焼津市内に納入した｡

この施設は,財団法人日本気象協会の気象情報

サービスを受信,表示する｢空もよう+※)を基本と

し,多様な情報源と衛星系･地上系の通信で結ば

れている｡海岸部の住民や海岸利用者に対し,緊

急時には警報音とともに大型LED表示盤に文

字･画像を表示し,地震･津波情報を迅速かつ正

確に伝達し,注意を喚起する｡また平常時には,

焼津市役所から気象情報,観光案内,交通情報等

の地域情報を提供する市民情報サービスシステム

として活用されている｡

※)空もよう:臼+t気象情報端末システム

盟 関西国際空港株式会社納め画像処理応用侵入者検出システム

関西国際空港は,海上に建設された本格的な24

時間空港として,1994年9月に開港した｡航空旅

客の増加に伴って空港連絡橋(自動車専用道路)の

安全確保がますます重要になってきている｡

そこで,侵入者監視用のテレビカメラを空港連

絡橋の出入口に設置し,その映像を画像処理して

侵入者象を自動検出するシステムを開発し,納入

した｡このシステムは,歩行者,自転車,バイク,

逆走車両などを自動検出し,監視員の監視業務の

負荷軽減のほか,空港連絡橋の安全で円滑な交通

の確保に寄与している｡

(稼動開始時期:1996年3月) 侵入者検出処理の概要

到 運輸省第三港湾建設局納めトンネル施設管制システム

トンネル施設管制室

岳慧
野

師医

磯+

塾L

':慧

このシステムは,大阪市街地と南港地区を結ぶ

｢大阪南港トンネル+の受配電,照明,換気,トン

ネル防災,情報板などの設備を,南ラ巷換気所の中

央監視室から集中監視制御するもので,トンネル

施設や道路機能を維持,支援する大きな役割を担

つている｡

(1)58型4面マルチ人型ディスプレイと人間工学

的にデザインしたCRT卓により,ITV画像を組み

入れた臨場感あふれるヒューマンインタフェース

システムを実現した｡

(2)電ノJスケルトンや防災系統画面をグラフィカ

ルにデザインし,またAI･ファジィ応用のトンネ

ル換気自動制御が採糾されたことにより,港湾ト

ンネルの多種多様で膨大な設備項目を,高効率に

監視制御できるようにした｡
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ヨ 柏市水道部納め配水コントロールシステム

柏市水道部に,市全域の配水圧力の適正化を図

るとともに,ポンプ動力費,および漏水量低減を

ねらいとした配水コント

した｡

慧攣攣済蓋
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ロールシステムを納入

逼i一

柏市水道部納め配水コントロールシステム

このシステムは,約800kmに及ぶ配水管網内の

水圧･流量を高精度にシミュレートする管綱計算

機能と,実測水圧計測値を基に需要水量変動に追

従した管綱解析を時々刻々行うことにより,きめ

細かな制御を実現するオンライン最適圧力制御機

能を持っている｡また,この管網モデルの管路パ

ラメータは,水圧計測値を基に自動チューニング

する機能も備えている｡

その結果,需要水量変動の激しい朝の需要時間

帯にも市全域の圧力分布を正確に把捉したうえで

適切な配水制御が実現でき,しかも夜間は不要な

高圧地区への配水を解消し,経済的なポンプ運転,

漏水量の低減が可能となる｡また管網計算機能に

より,管路敷設時の管路変更に伴う赤7k発生予測

シミュレーションも可能である｡さらに,管路パ

ラメータの自動調節機能により,管路の経年変化

にかかわらず,常に最新の管路データ状態を保つ

ことができる｡
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攣 堺市水道局配水管理センター納め上水道広域管理システム

堺市水道局配水管理センターに,上水道主要施

設を集中監視制御でき,水運用立案と計画値によ

る自動制御を行い,効率的な7K連用制御で安定給

水を目指した上水道広域管理システムを納入した｡

(1)70型2面マルチ画面大型ディスプレイ,CRT

操作卓,音声警報装置などによって集中監視操作

を行う｡

(2)需要予測,配分計画,緊急時支援で構成した

水運用計画を備える｡需要予測は,ニューロモデ

ル･統計モデル･類似日検索の手法を用いる｡配

分計画は,配水池ごとの計算を順次行う階層型と

全市一指で計算するネットワーク型があり,管路

流量や配水池水位を求める｡計画値は配水場の制

御装置に送信され,流入量制御などの設定値と

なる｡

(3)緊急時支援は,事故時の運車云状況や事故を想

定して事前検討した結果をデータベースに格納

し,実際の緊急時に活用できる事例ベース型を適

用している｡事例検索機能,事例修正機能,シミ

ュレーション機能などにより,緊急時運用案が迅

速に作成できる｡
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交通システム

鉄道のサービスレベルの向上と多様化する運送需要にこたえるため,新幹線･在来線の環境調和と

速度向上快適性の追求,保守性の向上,効率的運営方式を目指して製品の開発を進めている｡

甲 西日本旅客鉄道株武舎社納め｢500系新幹線電車+

手
†

丁

1叫㌦Ⅷ

ー
†

コ茫

〆

500系新幹線車両

一汁‾‾
一仲島叫+首‥

300km/h運転を目指し,走行安定性の確保,徹

底した環境対策,乗り心地の向上およびメンテナ

ンスの省力化をねらった車両である｡

｢㌻プ (1)300km/h運転のため,粘着性能や高出力化を

考慮した全電動車方式の採用

(2)先頭形状の流線形化や車体表面の平滑化によ

る,空力的動揺の抑制と,乗り心地の向上

(3)アルミハニカム材使用によって外部騒音の侵

入を防止

(4)先頭形状の先鋭化,断面積の轟宿小化による車

外騒音の低減

(5)中側から点検可能なボデーマウント構造によ

る省力化

〔納人時期:1996jFl月(量産先行試作車)〕

型 東海旅客鉄道株式会社納め｢383系優等用直流電車+

この電車は,中京･関西地区と信州信濃を結ぶ

東海道線と中央線で運行されている381系特急｢し

なの+の後継車として開発され,曲線通過速度の

向上,乗り心地の改善,オペレーションやメンテ

ナンスの軽減などを図っている｡

(1)制御付き振り子装置,操舵台車の採用,シン

グルアームパンタグラフ,セパレート型空調装置

などの採用に伴う低重心化などによって曲線通過

速度を向上

(2)普通車の座席ピッチを拡大し,側窓のワイド

化,スキー板などの荷物室を全車に設置してサー

ビスを向_L

(3)ステンレス車体,ⅤⅤVF制御装置などの採用

による省エネルギー･省力化

(4)モニタ装置による乗務員の研修支援

β こヨ

■:.■

383系直;充電車

知 北海道旅客鉄道株式会社納め｢731系交流電車+

この電車は,711系老朽車両との取り替えと札幌

都市圏通勤輸送力の増強に使用される｡車両は,

車両断面,先頭形状,設備,部品などの面で,同

時に導入される気動車と共通化することにより,

メンテナンスコスト低減を図っている｡北海道で

は初のロングシートを採用しているほか,充実し

た寒冷地対策を図っている(半自動扉,乗降｢lの

エアカーテンなど)｡

主回路は,IGBTを使用した3レベル電力回生

付きPWM主変換装置とした｡731系に採用するに

あたり,721系を使用して1年間の耐久試験とシス

テムの性能確認を実施した｡

(納入時期:1996年12月)
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了31系交流電車(右)とIGBTを使用した3レベルPWM主変換装置(左下)
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望 西武鉄道株式会社納め｢6000系アルミ車体通勤車両+

茹トかぃトト卜L
′ノ

一/

.//

瑠

6000系50番台車両

+

この6000系50番台アルミ車体は,西武池袋線･

新宿線および帝都高速度交通営団への直通運転用

に投入される｡

(1)車体構体への大型アルミ形材の採用により,

軽量で高強度を実現し,省エネルギー化を図って

いる｡

(2)主回路は4.5kV3.6kA GTOを使用した

ⅤⅤVFインバータで,155kW主電動機8台を一括

制御する方式としている｡

(3)主幹制御器は無接点化し,省保守化を図って

いる｡

(納入時期:1996年11月)

盟 東日本旅客鉄道株式会社納め東北本線運送管理システム
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東北本線輸送管理システムは,花泉一岩手川口

間17駅を対象とし,列車ダイヤを作成する輸送総

合システムと自動進路制御装置との有機的接続を

図った統合型運行管理システムである｡

(1)輸送総合システムとの接続によってダイヤの

有効活用を図り,表示駅とのダイヤ転送機能を実現

(2)高度な自動判断機能(優先判断,競合判断)に

よる監視業務の軽減

(3)豊富な運車云整理機能(グラフィックディスプ

レイとマウスを使用)によって列車乱れ時の早期

回復を支援

(4)表示･監視機能の拡大(保守作業計画のグラ

フィックディスプレイ表示,き電停止区間･運転

規制の画面表示)

卜立7J･ 長芋

＼
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51東日本旅客鉄道株式会社納め新型電子連動装置

東日本旅客鉄道株式会社では,信号機器を制御

する連動装置の高機能化と保守性の向上を目的

に,汎用計算機を用いた新型電子連動装置を開発

した｡東京圏輸送管理システムで,中央本線東京

一甲府間の全駅ほか計38駅で稼動中である｡

これらの実績を基に,導入駅の規模に合わせた

電子連動装置をシリーズ化した｡このシリーズの

一環として,1996年12月に小駅用の電子連動装置

を外房線本納駅に納入した｡

鉄道用新型電子連動装置
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エレベーター･エスカレーター

高齢化社会の到来に伴い,障害者･高齢者の自由な行動を支援する昇降機に対する期待が高まっている｡そこで,各種の福祉対

応製品,先進の論理演算技法導入の群管理エレベーター,海外市場向け高速エレベーターなどを開発した｡

● ● ● ●

彗｢優･美･実･環+をコンセプトにしてフルモデルチェンジした標準型エレベーター｢ビルエースNEWブリード+

+Jさし｢

書

福祉対応の機能･デザインを備

えた｢ビルエースNEWブリード+

数字とボタン周囲が光る大

型押しボタン(わきには点

字銘板のスペースを確保)

ロ

1961年に標準型エレベーターを発売以来,約15

万台の販売実績を持つ｡その間,技術革新やデザ

インの潮流を積極的に取り込み,常にその時代を

リードするエレベーターとして,さまざまな種類

の建物に納入してきた｡

今回発売した｢ビルエースNEWブリード+は,

｢優しく美しく実質的で環境に適合した+をコンセ

プトに設計Lたエレベーターである｡

このエレベーターでは,高速演算処理を可能と

するRISC型マイコンの採用による階床間運転時

間の短轟宿,フルディジタル制御化による走行性能

の経時変化抑制,カスタムLSI化による制御装置

の小型化と信頼性の向上,駆動電動機の励磁電流

を最適化することによる省電力,現地の据付け工

事期間短縮を可能にするプリアセンブルの大幅採

用などを図った｡

また,ハートビル法浪)の誘導的基準に適合する

13八乗り油圧式エレベーターを追加するととも

に,操作ボタンの大型化など福祉対応の機能･デ

ザインを備えた｡

(発売時期:1996年3月)

※)ハートビル法:高齢者,身体障害者などが円滑に
利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律｡

好 適伝的アルゴリズム(GA)応用,個性化知能群管理エレベーターシステム

遺伝的アルゴリズム"GA(GeneticAlgorithm)”

を応用し,ビルの個性化にこたえるだけでなく,

フロアごとのさまざまな要求にこたえられる個性

化知能群管理エレベーターシステム"FI-340G''を

開発した｡

"GA''とは,生物の進化の過程を計算機アルゴ

リズムに置き換えて,システムの最適化を高速に

行うものであり,群管理システムに応用すること

によって次のことが可能となった｡

(1)待ち時間を特別に短縮する階,空いたかごを

特別に割り当てる階など,その階の固有のニーズ

に対応する｢階床別個性化制御+

(2)混雑時の自在な急行運転により,混雑を緩和

する｢フレキシブル急行運転+

また,待ち時間情報や予約エレベーターのかご

位置情報などを提供する｢グラフィックディスプ

レイ+を各階に設けることにより,利用者のいら

いらを解消し,満足度をより高めることができる｡

(発売時期:1996年4月)

[妻頭重車重垂]

学習系
ビル国有の利用状況

を学習

運転系

｢階床別個性化制御+.

｢フレキシブル急行運転+

を実行

知能系
GAによる制御パラ

メータ自動調整

情報系

運行状態をグラフィ

ックディスプレイヘ
表示

エレベーター

制御装置

エレベーター

制御装置

エレベーター

制御装置

エレベータ

制御装置

匝亘亘団同[二ニコ向 直互套団同 ⊂ニコ
周

回

同

国

階床別ニーズに柔軟に適応する個性化知能群管理エ

レベーターシステム"Fト340G”の構成
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聖 地下鉄で日本一の高揚程記録を持つエスカレーターの全撤去･新設

,lュ

与 為‥rt
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亀
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･～十 こ

機能･意匠を一変した新御茶ノ水駅納めエスカレークー

1969年,帝都高速度交通営団千代田線の新御茶

ノ水駅に日本一の高揚程(20.4m)エスカレータ

ーを納入し7こ｡27年間稼動してきた現時点でも,

地下鉄での日本一の高揚程記録を持ち続けてい

る｡その総運転時間は20万時間,走行距離は実に

地球から月までの距離に相当する｡

1995年7月からの夏期3か月間で,並設4台中

1台を全撤去･新設した｡新設エスカレーターに

は,安全性･耐久性に優れたステンレス鋼製ステ

ップ,省電力効果(30%)のあるヘリカル式減速機,

特殊防錆(せい)処理を施したトラスフレームなど

最新技術を適用した｡

地下鉄,特に大深度地下では,トラスフレーム

のような大型機器の搬出入が課題であったが,今

回は,綾瀬車両基地から新御茶ノ水駅約13kmの

営業線路上を小型自走車で運搬するなど,鉄道側

の全面的な支援と周到な搬出入計画の下で,予定

どおり完工した｡

この方法は,経年エスカレーターに限らず,地

下鉄施設リニューアルの試金石と目され,今後の

普及が其耶寺される｡
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発 売り場面積有効利用に貢献する流通業向け傾斜式｢EXシリーズオートライン+

車社会の特徴とされる生活必需品のまとめ買い

行動が定着する中,J古舗内階床間をショッピング

カートを利月■Jしながら自由に移動できるようにく

ふうされた傾斜式｢動く歩道+の導入が活発にな

つている｡

この傾斜式動く歩道は,十数年前からの郊外型

ショッピングセンターの伸長とともに増加し,階

床間移軌の便利さ,レジの集約など,買物客,店

舗双方のメリットが評価されてきた｡しかし,J占

舗面積を45m2(階高4.5m)ほど使用することが

難点とされ,設置面積の縮減が強く望まれていた｡

今回,構成部品の小型化などにより,当社従来

機種比で全長3mの短縮,設置面積約10%の省ス

ペース化を図った傾斜式動く歩道｢EXシリーズオ

ートライン+を発売した｡この新製品は,傾斜角

度12度以下に対応でき,歩行やショッピングカー

トの利用に配慮して,路面に拙かい溝を設けたス

テンレス鋼製ステップ,乗降口の｢すくい機能付

きコーム+などの新機軸を特徴としている｡

(出荷時期:1996年10月)
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省スペース化を図った傾斜式動く歩道｢EXシリーズ

オートライン+



望 ハウスメーカー住宅への標準装備化などで需要が急伸するホームエレベーター

高齢者社会の進展,ライフスタイルの変化など

に伴い,近年,ホームエレベーターの需要は年率

30～50%の勢いで伸びている｡

主たる需要先は3階建を中心としており,1996

年初めごろからハウスメーカー住宅への標準装備

化なども急速に進んでいる｡ホームエレベーター

は,その性能,意匠件,経済性が評価され,需要

の伸びに伴い順調にその売れ行きを伸ばしてい

る｡今後も市場のニーズを先取りした新製品を開

発し,市場に投入していく｡

封 中国広州中天広場納め超高速エレベーター
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中国広州中天広

場の完成予想図

3階建を中心に

需要が急伸する

ホームエレベー

ター

攣

中田広州のビル街区｢広州中天広場+から,速

度360m/minのインバータ制御超高速エレベータ

ー6台を含むエレベーター全55台および1200CX-

EN形エスカレーター12台を受注し,このたび,製

品を出荷した｡

広州中天広場は地上80階,高さ390.8mの超高

層オフィスタワー,アパートおよびショッピング

センターから成る一人綾合ビル街区で,1996年未

完成した｡

納入するエレベーターには,海外向けに開発し

た新シリーズの高速エレベーター28台が含まれて

おり,仲良著しい中匝1の昇降機市場でのショール

ーム的な存在となるものと期待される｡

(出荷時期:1996年8H)

到 日本一の高さを誇る超高層マンション｢ザ･シーン城北(アストロタワー)+納め共同住宅用高速エレベーター

住宅専朋として日本一の高さを誇る超高層マン

ション｢ザ･シーン城北+超高層棟(地上45階,■.デさi

さ160m)で,展望用エレベーターを含む5台の共

同住宅用高速エレベーター(うち4台は個性化知

能群管理方式を採用)が1996年6月に稼動を開始

した｡

かご内にはインフォーメーションディスプレイ

とITVカメラを備え,充実した生活環境の提供と

セキュリティ面の配慮が払われている｡

かご操作盤の階床ボタンにテンキー方式を採用

し,さらに,テンキー入力時の人力案内ディスプ

レイを設けて操作性を高めている｡

J…藍__司

肘

｢ザ･シーン城北(アストロタワー)+の外観(左)とテ

ンキー式かご内操作盤(右)
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自動車機器

ますます社会性か要求されている｢くるま造り+の中で,環境保全,安全性快適性,そして経済性の追求を,日立

グループの総合力を馬匡便したエレクトロニクス技術の応用により,八ランスよく実現することを目指している｡

盟 2メディア(電波,光)対応のど-コン車載機

電波ビーコン

アンテナ 受発光素子

信号混合･分離

アンテナ部

同軸
ケーブル

信号混合･分離

電波チューナ

通信制御部

光ドライバ

RAM

制御装置部

ナビゲーション制御装置

ビーコン車載機ブロック図
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VICS対応ビーコン車載機〔アンテナ部(左)と制御装置部(右)〕

彗 筒内噴射エンジンの燃焼解析技術

日動車用ガソリンエンジンの燃貿を大幅に低減

できるシステムとして,シリンダ内に燃料を此接

噴射する筒内噴射エンジンが実用化されてきてい

る｡このエンジンは圧縮行程中に燃料を噴射し,

点火プラグ周りに集中させる噴霧の成層化によっ

て超リーンバーン(空燃比:40以上)を達成する｡

これにより,燃料消費量を減らし,地球温暖化の

要因となるCO2排出量も大幅に削減することがで

きる｡この実現のため,高い圧力に燃料を加圧し

噴射する高圧燃料ポンプと高圧燃料噴射弁,シリ

ンダ内に空気i充動(スワール)を生成する吸気系お

よびこれらを核とした制御技術の実用化を目指し

ている｡

そのため,次に示す解析技術によってシリンダ

内の現象を正確に把握し,これら製品の開発･設

計に有効活用している｡

(1)高圧シリンダ内における噴霧角度･速度,粒

R産自動車株式会社,株式会社ザナヴィ･イン

フォマテイクスと共同で,ⅤICS(VehicleInfor-

mation and Communication System)対応ビー

コン車載機を開発し,1996年4月に発表した｡

このシステムは,アンテナ部,制御装置部,お

よびこれらを接続する同軸ケーブルで構成する｡

電波および光ビーコンの2メディアに対応可能

で,高速道路,一般道路で交通情報を逐次取り入

れることができる｡

アンテナ部は電波ビーコンアンテナ部と光ビー

コン拉受光部を一体化し,信一弓･の多重化処理によ

り,ri一柵】け-ブル1本で制御装置部と接続してい

る｡さらに,万一この接続部が断線した場合に対

応するため,この信号をナビゲーションの制御装

置に知らせる機能を設け,信頼性の向上を図った｡

制御装置部には,ビーコンからの最新情報を常

にメモリ(RAM)に蓄えて,ナビゲーション制御

装置が必要なときに任意の情報を読み出すことが

できる機能や,電波･光ビーコンの情報を共通化

する機能を設け,ナビゲーション制御装置の処理

負荷が低減できる設計とした｡

子径などの燃料噴霧特性の三次元分布計測

(2)断層撮影法による噴霧内部の燃料粒子挙動お

よび三次元微細構造の可視化

(3)紫外光レーザ,燃料からの蛍光の分光,画像

処理によるシリンダ内燃料噴霧分布,流動の可視化

恵庄牲料噴射弁

J■▼l_

‾kT-‾‾

シ､∧発

石英ガラス∠

光学フィルタ

ミラー

噴霧(成層)

紫外光レーザ

醍

画憺処理

カメラ

吸気系

申霧

空気

濃一Ⅶ濃度･一--→一膳

シリンダ内燃料噴霧可視化装置(左)と可視化事例(右)



闇 車内LANの中核となる車体電装システム制御装置

日産自動車株式会社が1996年5月に発表した

｢シーマ+車用として,車内LANの中核となる車体

電装システム制御装置を開発し納入した｡この制

御装置は,電動シートやパワーウインドーなどの

車体電装機能を集中的にデータ通信で制御し,ワ

イヤハーネスの削減および故障診断の自動化を行

うことを目的としている｡

今回の制御装置は,内部回路のカスタムIC化,

小型部品の採用によって,質量,容積とも30%以

上低減(当社従来比)し,コストおよび搭載性を飛

躍的に改善した｡

･100
)5ロ ー ･200

車体電装システム制御装置

喜ヨ 滑らかな加速を実現するパワートレイン総合制御システム

パワートレイン
電子スロットル

lrl 【 【

エンジン

l⊃

l≡･口

+____㌻-r l
スロットル

開度 l昌窟]ンノトタトトノ施h
クラッチ

油圧

アクセル開
章速

制御
トロー

1 l

雷芸窟トルl暦由圧
T

ラ

総口
ニコン l要求トルク演買‖ 度運転者の要求トルクを実現するパワートレイン総合

制御システム

滑らかな加速を実現するパワートレイン総合制

御システムを開発した｡このシステムでは,トル

クコンバータ特性をあらかじめ記憶し,トルクコ

ンバータ前後の回転数比から実トルクを推定する

技術を導入した｡また,キーデバイスとしてトル

ク制御の柔軟性が高い電子スロットルを採用した｡

その結果,このトルク推定値を用いたスロット

ル開度制御およびクラッチ油圧制御により,運転

者の要求トルクに応じた駆動力制御が実現でき,

優れた加速特性が得られた｡

到 エンジンルーム内に搭載可能なパワートレイン制御装置

エンジンルーム内に搭載可能なパワートレイン

制御装置を開発した｡この制御装置は,耐環境性

(耐熱性,耐振重刑生,耐水性)を向上するため,(1)

セラミック基板,(2)ケースー体型防水コネクタ,

(3)ベアチップなどを採用し,従来,車室内搭載で

あったこの装置を,温度が高く,振動が大きいエ

ンジンルーム内に搭載できるようにした｡

この結果,ワイヤハーネスは半分以下となり,

小型∴軽量化(当社従来比50%)と合わせ,車両へ

の搭載性を格段に向上した｡AT(Automatic

Transmission)制御装置との一体化も可能であ
･.･柑｡

り,パワートレイン制御装置としてもさらに効果

ぜ鞠
漆

が期待できる｡ (出荷予定時期:1997年) パワートレイン制御装置
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到 高効率のアプレーダブル式ターボチャージャ

日産ディーゼル工業株式会社が発表したTD27

ETiエンジン用(日産自動車株式会社の｢テラノ+,

｢キャラバン+車搭載)として,新方式のターボチ

ャージャを開発し納入した｡

このターボチャージャは,排気ガス中のスモー

ク低減と出力向上りためアブレーダブル構造を採

用している｡この構造は,コンプレッサケース内

面に被削性に優れる樹脂材料を設け,軍事とケー

ス間の気密性を上げることによってコンプレッサ

効率を向上するもので,ディーゼルエンジン用と

しては世界初の採用である｡

宗三達岩竃岩近::≡:≡±一--

モれ

rゞJ

車

1"′聯ゝさ

一竣和一柏ヂ咄之鵬松
丸､､札l･人､

_･蛾触込壬y｡..._..

アプレーダブル式ターボチャージャ

到 矩(く)形波出力が可能なホール式回転センサ

専用ホールIC
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ホール式回転センサ

望 低電波ノイズ･高信頼性のオルタネ一夕

カーエレクトロニクス化の進展に伴い,電気負

荷の増大や配線の多様化による電波ノイズの発生

を,一段と抑止することが要求されている｡これ

を実現するため,ICレギュレータにソフトスイッ

チング機能を持たせ,電波ノイズを10dB低減(当

社従来比)した｡また,信頼性を向上するため,コ

イル端子部には銅線の被覆はく離と端子接合を同

時に行う新たな自動製造プロセスを採用するとと

もに,ブラシホルダとICレギュレータを一体化す

ることにより,ねじ締め工程などの削i成を図った｡

これらを通用したオルタネ一夕を1996年11月に

発売した｡

γ3q塩

自動車のパワートレイン制御に必要な回転数情

報が矩形波信号で出力できるホール式回転センサ

を開発した｡

このセンサは,自動車の厳しい使用環境条件で

電気ノイズや広い温度範囲に適応できる専用ホー

ルICを搭載し,ステンレスカバーで封止する構造

とした｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)-40～150℃で安定動作

(2)耐サージ性が高い(電気ノイズ)｡

(3)既存ギヤでの回申云数検出が可能(自己バイア

ス方式)

(4)取付角度に制約がない(センサ中心軸回りに

360度回転可能)｡ (出荷予定時期:1997年)

低電波ノイズ･高信根性のオルタネ一夕



ビル用設備システム

インテリジェント化が進むビル用設備システム分野では,地球環境問題に対応するため,エネルギーの有効利用,

省エネルギーに寄与する製品や,監視機能を充実させた管理システムの開発を進めている｡

発 寒冷地向けヒートポンプ式パッケージエアコン

芦

!看貫首領封巧ニー

寒冷地向けヒートポンプ式パッケージ

エアコン

従来のヒートポンプ式パッケージエアコンは,

外気温度が低下したとき,暖房能力も低下する欠

点があるため,北海道,東北などの寒冷地では普

及が遅れていた｡

寒冷地向けヒートポンプ式パッケージエアコン

は,冷媒液インジェクションとインバータ制御と

の組合せ技術を東北電力株式会社および北海道電

力株式会社と共同で開発して,この欠点を解消し

製品化した｡

(1)外気温度-200cまで暖房運転範囲を拡大し,

吹出し空気温度450c以上を確保し,快適性を向上

(2)寒冷地において,従来の｢冷媒加熱方式+に

て必要であった灯油タンクなどの付帯設備が不要

(発売時期:1996年7月)

引 水蓄熱用大温度差･変流量ヒートポンプ式チラーユニット

蓄熱式空調システムは,ユーザーにとって熱源

機器容量の縮小,夜間電力利用による電気料金の

削減が期待でき,電力会社にとっては負荷平準化

に寄与するシステムである｡

熱源機器として用いられるヒートポンプ式チラ

ーユニットを大温度差･変i充量対応化することに

より,(1)蓄熱槽容量の小型化,(2)搬送動力の低減

および配管系の簡素化,(3)出口水温の変垂加二村す

る速応性の向上を図ったシステムを,東京電力株

式会社と共同で開発した｡

6回F省エネバンガード21.□

(財)省エネルギーセンター会長賞

1世紀型省エネルギー機

､∴受賞

○第6回｢省エネバンガードZl+

財団法人省エネルギーセンター会長賞

受賞(1996年2月)

○第10回空気調和･衛生工学会

振興賞｢技術振興賞+受賞

い996年5月)

屯

水蓄熱用大温度差･変涜量ヒートポンプ式チラーユニット

軸 暖房能力を増強した中小ビル空調用小型吸収冷温水機

■
藤 一 j■■

100冷凍トン コアラパックVシリーズ

吸収冷温水機は,冷却塔などの補機を一体化し

たパック型ニーズの増加とともに,暖房能力が冷

房能力より大きい暖房増加型が約50%を占めてい

る｡こうしたニーズにこたえて小型吸収冷温水機

｢コアラⅤシリーズ+を開発し,1996年4月から発

売した｡

(1)暖房立上り時間の短縮:暖房能力をシリーズ

で,約7%アップ(暖房増加型,当社従来機比)

(2)パック型は冷房と暖房の切り替えが遠方スイ

ッチ操作で可能(オプション)
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日 日立ジェネリンク(コジェネレーション排熱を有効活用する吸収式冷温水機)
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日立ジェネリンク

(コジェネレーション用排熱利用吸収冷温水機)

51 中･大規模ビル向けビル管理システム

建屋延べ床面積20,000～160,000m2のビルを対

象とした中･大規模ビル向けビル管理システム

``BUILMAX-TRlOOC”を開発した｡

(1)中･小規模ビル向け"TRlOOA,B''とのシリ

ーズ構成で,ビルの規模に合わせて分散処理装置

を増設することにより,システム拡張が容易

(2)マンマシン装置はパソコンを採用し,カラー

CRTによるグラフィック表示など,マウスによる

操作性を向上

(3)通信インタフェースの充実により,オープン

システム化,他設備監視との統合化が可能

(出荷時期:1996年2月)

電気と熱を同時に供給できるコジェネレーショ

ンシステムは,総合効率が高く,環境への負荷が

′トさいため,急速に普及している｡

東京ガス株式会社と共同で開発した吸収冷温水機

は,コジェネレーションの排熱を有効に利用して

冷温水を取り出すことのできるものである｡容量

120～700冷凍トンのシリーズ構成で,1996年5月

に発売を開始した｡

(1)排熱回収により,燃料費を約10%節約

(2)排熱利用の機能を冷温水機に取り入れて一体

化したため,省スペースかつトータル設備費の低

減が可能

(3)ガス燃料によるバックアップ運転により,冷

房能力の常時確保が可能なため,運転管理が容易

顧芸′▼
､亀

りふJゼ;1.

j当 靡
周

芦室岸牢iを7

"BUILMAX一丁剛00C”ビル管‡里システム

到 配電監視システム･ユーティリティ監視システム

ビル構内の電気設備の部門やフロアごとの使用

状況の把握,また,日時･週･季節などの使用量

､‾-｢T-
､

----?---､_▼

■▲l,▲=･lL‥▲1‥,‥し-′ll･′㌧･i..′､㌔.

中

配電監視システム･ユーティリティ監視システム

■も㌔

の平準化による省エネルギー対策が求められてき

ている｡

今回,従来のエネルギー(電気量等)や高調波電

流などの配電系統の監視機能に加え,ユーティリ

ティ監視(温度,湿度,圧力等)機能をさらに充実

させたシステムを開発した｡これらの計測･記録

(日報･月報作成)および警報表示により,省エネ

ルギー,設備稼動の予防保全が図れる｡また,テ

ナントビルなどの電力量や水道などの集中検針も

可能のほか,警報,稼動状況を集中して監視でき

る小規模監視盤もシリーズ化した｡さらに,上位

システムとして｢ビルマックスTRlOOシリーズ+

にも接続が可能である｡



ゝ空聖三三王+ __

情報武装によって物流･生産の合理化をねらったシステム･製品,耐震型のUPS,高圧モータの新

シリーズ,総合効率がよく,環境対応のコジェネレーションシステムなどを開発した｡

発 案陶機器株式会社千葉物流センターにおけるオンラインシステム

東陶機器株式会社では,管理コストの軽減と,

主な供給先である特約店や工事現場への柔軟かつ

タイムリーな配送を実現するため,千葉県に物流

センターを増設した｡日立製作所は,計算機シス

.や. テム,物流設備と自動倉庫棟を1996年5月に納入

F′ゝ

東陶機器株式会社千葉物涜センターのレイアウト

･…到
加工食品卸業向け物流センターシステム

加工食品卸業大手の加藤産業株式会社では,小

売側の業態変革,販売の仕組みの見直しに対応し

た商品･サービス提供体制の再構築を行ってい

る｡この一環として,出荷精度の高い商品供給を

目指した仙台臨空センターが1996年3月に稼動を

開始し,日立製作所は物流設備を納入した｡この

設備の主な特徴は次のとおりである｡

(1)ケース商品,ばら商品ともにシールピッキン

グを採用し,作業の標準化,単純化を図っている｡

(2)シール,ディジタル表示,バーコード(2種類)

を利用し,3重の誤配送チェックを行っている｡

(3)バーコードリーダに画像処理装置を応用して

ランニングコストの低減を図っている｡

した｡

物流システムと一体になった計算機システムで

は,機能ごとに分散したマルチCPU構成とし,情

報処理能力を向上させて下記事項を実現している｡

(1)製品の荷受けから客先への配送までの荷動き

をオンラインで運用している｡

(2)出荷準備の工程進捗を管理し,設備の稼動効

率向上,出荷精度の向上,および作業量の均一化

を図っている｡

I ◆入荷場
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シールプリンタ

暫
､､q

1階

暫雷
､く¥ ごも

1

1垂直

コンペヤ

国

轟
国

オリコン

ディジタルピッキングシステム

2階

1田

仕分けコンペヤ

1 軸 1

F若造

食 出荷場

加工食品卸業向け物流センターシステムの概要

生 白律分散アーキテクチャによる新聞製作管理システム

[コ [コ ⊂] [コ ⊂] [コ [コ [コ [コ [コ [コ

[コ
ワ¶ク

ステーション ⊂]
マルチ

ポート

1+ピー･タ [コ [] []

印刷表示設定袈

[コ [コ
[コ [コ [コ □ [コ

製版惟

自律分散型新聞製作管‡里システム

カウンタ

スタッカ

◆■■■

新開製作管三哩システムは,変動する時代のニー

ズを反映する新聞の製作を支援するシステムであ

る｡今日,システム構築には,柔軟で拡張性に優

れ,他システムとの容易な接続性を持つことが求

められている｡

この日的にあわせ,自律分散アーキテクチャを

採用した新聞製作管理システムを納入した｡

自律分散アーキテクチャの採用により,(1)メー

カーの異なる各種システムとの容易な接続,(2)容

易なシステムの拡張を可能にした｡

(納入時期:1996年8月)
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生 キッコーマン株式会社納め酒造工場生産管理システム

生産計画
コンピュータ室

●マスタ

●製版計画

こh

事務計井捜､■こミミ

,製造実妹

●製造実妹管理

･品葉.酒税管理
生産管理ホスト 親/てソコン

一エキスパートシステム

●チータ解析

製造OA 生産管理パソコン

情報LAN

PA･運転皆理システム
品芹パソコン 資材パソコン 製品出荷パソコン

制御LAN

(二重化)

某国プラント監制御

コントローラ
ヒ山=ゴーノ

醸造プラント監我利御 詰作業支擾

酒造工場生産管理システムの構成

注:略語説明 PA(Pr【)CeSSAutom∂てrOn).POC(ProcessOper∈ltOr-sconso】e)

酒造工場生産管理システムの構成

昏面
無線端末

酒税検尺作業支援

キッコーマン株式会社が建設した,群馬娯尾島町に

ある最新の酒造工場が1996年4月に稼動を開始した｡

日立製作所は,基本設計時からプラント･計算

機両面のエンジニアリングを行い,プラントおよ

びプラントを一括管理,制御する生産管理システ

ムを納入した｡

このシステムの主な特徴は次のとおりである｡

(1)プロセスオートメーション(PA),工程管理,

製造OAのトータルシステム

(2)酒造工場に求められる酒税法に対応した酒製

造量と在庫量の徹底した管王型

(3)製造担当者の作業運用を支援する運転管理の

実現

到 医薬品製造工場における生産管理システム"H汀PHAMS”
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医薬品製造工場では,改正GMP(Good Manu-

facturingPractice)の施行に伴い,厳格な製造管

理,品質管理が求められている｡

そのため,このニーズにこたえたパッケージ

``HITPHAMS(HitachiPharmaceuticalPlant

ManagementSystem)”を適用した生産管理シス

テムを構築し,医薬品メーカー数社へ納入した｡

HITPHAMSはSOP(StandardOperatingProce-

dure)をベースにした製造指図管理･製造記録管

理の機能があり,次の特徴を持っている｡

(1)作業記録管理の徹底,記録の転記ミス防止

(2)製造設備との容易な接続

(3)連用形態の変化に柔軟な対応が可能

≡_到耐震型大規模UPS
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l′000kVA UPSの耐震性検証試験(4面構造中のl面)

l10

(管理)

●生産計画立案

･原料･資材
入荷計i萄

●製品出荷計画

●在庫哲理

盟
二+

H汀PHAMS管理システム

管理サーバ

m
●指図実績管理

哲理/てソコン

[コ

●原料

●包材

●製品

(端末)

(コントローラ)

｢

j旺∃

ヒ

1

』i

当引‾蓑システム
(原策工程)

[コ [コ

秤(ひょう)畢混合 造粒 打錠 糖衣 包装

H什PHAMSのハードウェアシステム構成例

(出荷時期:1995年6月,納入時期:1996年3月)

+
倉庫哲理.

搬送制御

システム

大規模電算センター向けとして,阪神･淡路大震

災クラスの直下型地震を想定し,地震加速度水平

5.9m/s2,垂直9.8m/s2で運転継続可能な1,000kVA

UPS(UninterruptiblePowerSystem)を開発した｡

垂直加速度9.8m/s2(980gal)での運転継続を

確保するため,システム構築とハードウェアの耐

震設計の両面で対応した｡

(1)構造解析により,共振周波数を10Hz以上に

設計

(2)UPS本体は垂直加速度16m/s2での運転継続

を検証

(3)システム,盤配置を最適化し,万一の部分的

な停止に対してもシステムダウンしない設計

(納入時期:1996年3月)



以 小型制御用コンピュータFA MASTER｢HF-W州シリーズ+

HF-WINシリーズは,ハードディスクの二重

化,RAS(Reliability,Availability,Ser-

viceability)機能など,制御分野で必要とされる信

頼性技術をパソコンアーキテクチャ_Lで実現した

小型制御サーバである｡高信頼部品の採用や冷却

系強化により,24時間運転を可能としている｡従

来の制御用コンピュータと同等の設計･製造･検

査手法を適用し,作業品質の確保と製品の安定供

給を実現している｡

オペレーティングシステムには,マルチタスク

に対応するWindowsNTを採用しており,各種流

通アプリケーションの活用も可能である｡さらに,

リアルタイムエミュレータなどの制御システム技

術をWindows NT上のミドルウェアとしてパッ

ケージ化し,システム構築をより容易にするとと

もに,自律分散ソフトウェアの標準搭載により,

異機種シーケンサを含むマルチベンダシステムに

も対応する｡また,制御システム分野で不可欠の

要素となる長期間製品提供に対応するため,保守

部品の10年供給を予定しており,24時間保守など

の各種サポート体制もサービスメニューとして体

系化している｡

(出荷時期:1996年10月)

6i 誘導電動機｢HIPACT21シリーズ+

高圧モートル(全閉外扇かご形モートル

132-1,000kW)をフルモデルチェンジし,使い勝

手が良く,高経済性かつ高性能な誘導電動機

1---__席ご

凄邑

､㌫鴫,き

袈ニー＼ヾ
‾乍準ごで還啓

誘導電動機｢川PACT21シリーズ+

型 式
HF-WIN10 HF-WIN20

(監視端末モデル) (制御用サーバモデル)

CPU(周波数) Pentium*プロセッサ(柑0,133,166MHz)

キャッシュメモリ 柑kビント(プロセッサ内)＋256kビソト(2次キャッシュ)

メインメモリ(最大) 32Mビット(128Mビソト)ECC付き64Mビット(256Mピソト)ECC付き

VRAM 2Mビット

表示解像度,表示色 l′024×768(65′000色),し280×=)24(256色)

内蔵フア

イル装置

FDD 3.5インチ(720kビット,l.44Mビット)

HDD lGピット(lDE)×l 2Gビット(SCSl)×Z

CD-ROM 8倍速

標準入力インタフェース RGBXl,パラレル×l,RSZ32CXl,SCS12×l

簡易防じん 標 準

)主:略語説明

CPU(CentralProcessingUnit).ECC(ErrorCheckandCorrect伯∩)

VRAM(〉ideoR∂ndamAccessMemory),FDD(FloppyDiscDrive)

HDD(HardDiscDrive),lDE(lntegratedDeviceElectronics)

SCS】(Sm訓ComputerSystemlnterf∂Ce),CD-ROM(CompactDiscRe∂d-0nlyMemory)

FA MASTER｢HF-WINシリーズ+の主な仕様

_..♪

.≠ブタJ¶1､_J

小型制御用

コンピュータ"HトWIN”

｢HIPACT21シリーズ+を完成した｡このシリーズ

は,広範囲にわたる技術開発を基に実用化したも

のであり,従来機種に対して多くの優れた特徴を

持っている｡

(1)磁性くさびの採用と合理的な電磁界設計によ

り,損失を低減(損失10%低減)

(2)フレーム･冷却フィンおよび通風構造の最適

化により,小型･軽量化を実現(当社従来比で質量

30%低減)

(3)C種絶縁(220K)まで対応可能な新エポキシ

絶縁により,耐熱性に余裕のあるF種絶縁を実現

(耐熱温度20K向上)

(4)磁気音や軸受昔の低減など,クリーンな環境

を実現(耳障りな高周波騒音を低減)

(5)構造部品の総見直しにより,部品数を大幅に

削減して保守性を向上(当社従来比で部品数30%

削減)

(出荷時期:1996年4月)
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封 7,川OkWガスタービンコジェネレーションシステム

近年,環境対策(CO2の削減等)およびユーテイ

‾∴表芸泰'､ニ'軒ラニ
ゝ 〆1

澤砺栄泰㌻
-'盲ここ一召∴･Jk竺∴

㊦弓

乃

7′100kWガスタービン コジェネレーション システム

リティコスト低減のためコジェネレーションシス

テムを導入する企業が増えてきている｡

旭化成工業株式会社守山支社に7,100kWガス

タービン コジェネレーション システム2セット

を1996年3月に納入した｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)追い焚(だ)き付きボイラにより,変動幅の大

きい工場蒸気負荷に対応

(2)蒸気負荷が少ない夏に余剰蒸気が発生するの

を避けるため,6.2t/hの蒸気二次噴射を行って発

電出力を増加

(3)蒸気噴射による低NOx化
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ヨ 7.2kVスーパーコンパクトスイッチギヤ

鉄道情報システム株式会社中央システムセンタ

には,JRの座席予約システム｢マルス+を運用す

る中央計算機が設置されている｡このシステムの

電源設備の老朽化に伴う設備の更新は,スーパー

コンパクトスイッチギヤを採用し,次壮代の受変

電設備として次の特徴を持たせた｡

(1)床面積で約÷の縮小化(当社従来比)を実現
(2)二重母線方式の採用による無停電電源設備の

構築

(3)モジュールの交換方式により,増設･改造が容易

(4)空気と固体絶縁の複合絶縁構造採用による耐

環境性lらJ上

(5)一体輸送などによる据付け作業の省力化

(運転開始時期:1996年6月)

!a 鉄鋼用大容量GTOインバータシステム

歴匿
(高力率,低高調波)

コンバータ

毎
電源

50/60Hz

(電動機駆動性能向上)

インバータ

M

交流

電動機

制御装置

パルス幅変調による

電圧･電流位相調整

鉄鋼用GTOインバータシステムの特徴
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7.2kVスーパーコンパクトスイッチギヤ

日立製作所は,鉄鋼圧延主機ドライブでの電源環

境の改善,設備効率と生産性向上のニーズにこたえ

て,世界に先駆けてGTOインバータシステムを製品化

した｡今回,新たに6kV6kAのGTO素子を用いた

大容量インバータシステムを開発した｡概略構成を図

に示す｡

主回路は直列多重方式のGTOコンバータとインバ

ータであり,最大出力は15MVA,駆動可能な電動機
容量は5-6,4MWである｡主回路の設計には,電気

回路,電磁気,冷却,応力をはじめとする先進の解析技

術を駆使し,適度な部品余裕を確保した高信頼化と小

型化を図り,保守性も向上している｡コンバータ部は,直

流回路電圧の一定化や電源力率1.0(力率改善フィ

ルタ無し)などの機能を持ち,インバータ部では,最新

の制御技術の適用によって出力の高応答,高精度化

を実現している｡



鉄鋼･化学プラント

圧延設備では板形状制御の高品質化自動搬送･連続化･最適トータル制御による高生産性･省力化を追求した

新設備を開発,実用化し,化学プラントでは,海外フルターンキープラント,海外調達などの国際化を展開した｡

生 熟間圧延の安定した連続化を実現するコイルボックス

圧延生産性の向上,安定操業,品質向上,より

薄物の圧延などの目的に,熱聞圧延の連続化のニ

ーズが高い｡連続化の一つの方法として,仕上圧

延機の直前で粗バーどうしを接合して通根回数を

減らす方法がある｡コイルボックスは,連続化工

程の中で,粗･仕上圧延のサイクル時間の差の吸

収,粗バーの温度維持などの目的に用いられる｡

カナダのステルテック社が開発した技術を導入

し,高速巻取り,高速巻戻し,温度維持などの課

題を解決したコイルボックスを熱間圧延設備向け

に納入した｡

.i頂
｢丁
JJrJ

駄

粗バー巻取用コイルボックス

句 意品質材圧延用新型クラスタミル(KZR-MlJL)
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スペインACER州OX社納めKZR-MILL2号機

ステンレス鋼をはじめとする硬質の薄板材の圧

延には,板形状のいっそうの高品質化および設備

の高生産性,省力化のニーズが高い｡

このニーズにこたえて,従来の20段クラスタミ

ルに,板形状制御能力を倍増させるダブルAS-U

機能やファジィ制御を加えた新型クラスタミル

(KZR-MILL)を開発した｡KZR-MILLの性能は,

日本金属工業株式会社納め1号機で実証されてい

る｡スペインのACERINOX社納め2号機は,1995

年11月に稼動を開始し,現在このクラス最高速の

800m/minで好調に稼動[いである｡

珂 高品質･高生産性を実現したプロセシングライン

最新鋭ステンレス連続焼鈍酸沈設備(AP-L)を

1996年8月に,連続溶融亜鉛めっき設備(CG-L)

を同年5月に完成し,韓国POSCO社(Pohang

IronSteelCo.,Ltd.)に納入した｡

AP-L用には,鋼種ごとの生産効率を最大にす

るように,操業パラメータを制御するトータル制

御モデルを開発した｡またCG-Lには,全自動化運

転システムと自動車用鋼板などの高品質製品に対

応する高信頼性めっき設備を開発した｡それぞれ

順調に稼動中である｡
/韓国POSCO社納め連続溶融亜

銘めっき設備(CG-L)

韓国POSCO社納め連続焼鈍酸洗設備

(AP-L)
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発 熱間圧延コイルの自動搬送システム

ぎー去i

制御システム

ヤード管理用

コンピュータ

圧延工場

:ホストコンピュータ

ループカー

制御用PLC

各ループカ

車上PLC

制御システムの構成

スキンパス三ル

:,ワークステーション

注:隠語説明

PLC(P｢Og｢ammab】e

LogicCont｢011e｢)

彗､彗
I､‡
詳･｡

工場完成したコイル搬送台車

圧延設備の省力化の面で,コイルやロールの自

動搬送のニーズが高まりつつある中,世界的にも

最大級の熱間圧延設備とコイルヤード間の全自動

コイル搬送台車システムを開発し,納入した｡こ

のシステムは,各ステーションの搬送機,クレー

ン ガイダンス システムを搭載した天井クレー

ン,および管理コンピュータで構成し,熱間圧延

設備と直結して24時間自動運転が可能となって

いる｡

また,台車は制御装置を搭載した自走制御式で

あi),650℃にも及ぶ高温コイルからの熱遮へい

をくふうしてコンパクトにまとめられている｡

封 インドネシア向けフルターンキーPETプラントの完成
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ボトル用PET(Polyethylene Terephthalate)

プラント(設備容量:年産4ガt)を完成し,インド

ネシアのⅠ)T.BAKRIE KASEIPET社に納入

した｡

このプラントの建設では,日立製作所はPETプ

ラントの重合反応の基本設計から,製作,調達,

建設工事までをフルターンキーベースで一式取り

まとめた｡

このPETプラントは本格的営業運転を開始後,

高品質の製品を産出している｡

到 最新ポリスチレンプラントの完成
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電気化学工業株式会社千葉工場の最新ポリスチレンプラント

11■

インドネシアPT.BAKR】EKASEIPET社納めPETプラント

耐高衝撃性ポリスチレンプラント(設備容量:

年産3万t)を1996年3月末に完成し,電気化学工

業株式会社千葉工場に納入した｡

このプラントは,家電･OA機器に使用される

高品質ポリスチレンの連続製造設備の最新プロセ

スヘの更新のため,電気化学工業株式会社がドイ

ツのBASF社から導入した基本技術に基づいて計

画された｡

日立製作所は,上流のスチレン モノマープラ

ントの納入に引き続き,このプラントの重合･用

役設備の詳細設計,製作,建設工事を一括受注し,

短期間で完成させ,納入した｡



科学･医療･福祉機器

一科学機器一

ハイテクノロジー分野での極微小領域,極微量物質の計測･分析･評価のニーズはますます高度化

している｡これにこたえて研究開発を行い,品質管理向けの製品を開発した｡

到 広視野,高コントラストを実現した新型バイオ透過電子顕微鏡

l卜預晰
軒

憑
戸
t

ヂ

㌔1芦11芦ア
～/

盛ゾ

H-7500形透過電子顕微鏡

酉

医学･生物･農学をはじめとするバイオ分野を

対象としたH-7500形透過電子顕徴鐘(TEM)を開

発した｡

TEMはバイオ分野で微細な形態の観察手段とし

て幅広く使われている｡特にこの分野では,TEM

と光学顕徴鐘による観察像の対比が非常に重要で

ある｡この装置では,この対比を容易にするため

数千倍以下の倍率でも広視野を確保し,高コント

ラストな像が得られる結像レンズシステムを実現

した｡

また,移動可能な左右の操作パネルや十分に確

保されたフットスペースにより,長時間観察を容易

にする操作環境を実現し,操作性の向上を図った｡

さらにパソコンの搭載により,さまざまな条件

設定や種々の操作および撮影法に対応できるよう

に多機能化し,同時に,充実したGUIによって装置

の条件･状態をわかりやすく表示することができ

るようにした｡ざん新なデザインとコンパクト化

設計で,ダウンサイジング化も図っている｡

(出荷時期:1996年9月)

到 透過電子顕微鏡,走査電子顕微鏡の試料作製用FIB装置

サブミクロンデバイスの不良解析やプロセス評

価では,透過電子顕微鏡(TEM)や走査電子顕微鏡

(SEM),さらに走査イオン顕徴鐘(SIM)による断

面観察法が有力な手段になっている｡この観察法

では,デバイスの中の特定された微小領域を確実

に薄膜または断面にする必要があり,これを実現

するのがFB-2000A形集束イオンビーム(FIB)加

工観察装置である｡FIヨー2000Aは従来発売してい

たFIヨー2000のSIM像分解能特性を10nmに向上さ

せた装置である｡

この装置の特徴は,イオン電流密度の高いF柑

を生成する高性能イオン光学系と,TEM,SEMと

のリンケージが可能な試料ステージにある｡これ

により,例えばSiデバイスの場合,所望する部分の

TEM試料が約3時間で作製できる(右__L図TEM

像参月別｡さらにTEM観察彼の再FIB加工も容易

であり,高品質な試料作製が可能である｡SEMや

SIM観察試料の場合はさらに簡単で,30分程度で

作製できる(右下図SIM像参月別｡

(出荷時期:1996年7月)

Sトデバイス(ゲートアレー)の断面TEM像

i
竺空竺+
甲10

トー→
Sしr†○代

ン:1.6■一

甘1tadblI.td.

Siデバイス(4M DRAM)の断面SIM像
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到 エネルギーフィルタを用いた顕微観察システム
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EF-1000形エネルギーフィルタ観察システム
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EF-1000形エネルギーフィルタ観察システム

は,透過電子顕微鏡(TEM)のレンズ系にγ形エネ

ルギーフィルタを搭載した装置である｡試料を透

過した電子ビームが,二つの小型の扇形電磁石でγ

状の軌道を描いて特定のエネルギーを選択する｡

従来と異なって次の特性を持つ｡

(1)従来,1,000kVの超高圧電子顕微鏡で観察し

ていた厚さ=1m程度の生物や半導体の試料でも,

100kVの加速電圧で,色収差の少ない鮮明な像が

得られる｡

(2)従来,重金属で染色して観察していた0.1l⊥m

以下の薄い生体試料を,無染色でも高いコントラ

ストで観察できる｡

(3)特定の元素のコアロス電子を選択することに

より,試料中の特定元素のマッピング像が得ら

れる｡

(4)ワンタッチで,エネルギー選択像からフィル

タを通さない従来の電顕像に切り換えることがで

きる｡

(出荷予定時期:1997年3月)

知 操作性を格段に高めた新型走査電子顕微鏡

従来の上位機種の性能を維持したまま低価格化

を実現した,コストパフォーマンスの高い高真空

専用走査電子顕微鏡(SEM)｢S-3100H形+を開発

した｡

マウスとカラー グラフィック メニューによる

シンプルな操作や,スーパーコニカル形対物レン

ズによる3.5nmの高分解能の実現などは従来の

上位機種の仕様をそのまま受け継いでいる｡

操作系では,このクラス初の17型モニタの搭載,

オートガンアラインメント,オートフィラメント

サチエレーションをはじめとする各種オート機

能,多彩な操作モードなどにより,像観察時の操

作性を大幅に向上させた｡また,2,048×1,920画

熟せ

圃

腎

_

素の高精細画像メモリ(2面)により,ディジタル S-3100H形走査電子顕微鏡

ズーム,4分割表示などの各種画像処理や高画質

データの保存も可能である｡

さらに,EDX(エネルギー拡散Ⅹ線)によるⅩ線

分析システム,PCインタフェース,各種試料ス

テージなどの豊富なオプション群を用意している｡

(出荷時期:1996年10月)

｢‾00山.1



到 拡張性と使い勝手を向上させたダブルビーム分光光度計

白ニ
j

『言叩

∪-2010形ダブルビーム分光光度計

この分光光度計は,現在販売中の定評ある分光

器と,WindoⅥrS95で走るマルチウインドウ表示

ソフトウェアの融合によって実現したパソコンを

搭載した製品である｡

従来の標準機能に加え,Windows95の持つ機

能(Excelなどの市販ソフトウェアヘのデータ転

送機能など)とワールドワイドな統一的操作性の

さ 両面を有効活用している｡さらに,そのほかのア

壁L プリケーション機能,例えば品質保証情報を提供
もしい-､＼､･ するためのGLP(Good Laboratory Practice)･

GMP(Good Manufacturing Practice)プログラ

ムの提供により,従来にはない使い勝手の向上と

拡張性を実現している｡

(出荷時期:1996年10月)

封 快適な操作環境を実現した原子吸光分光光度計

原子吸光分光光度計は,近年,高精度･高感度

化が進み,金属,食品,農林水産,[実学,薬学な

どの広範囲な分野で使用されている｡

Z-5000形原子吸光分光光度計は,新方式のバッ

クグラウンド補jE法の採用により,SN比を大幅

に改善した｡さらに,グラファイトオートサンプ

ラやグラファイト電源を一体化構造にしてコン

パクト化を実現している｡また,OSにWindows95

を採用し,飲料水や排水など環境水の多元素分析

に適した操作環境の提供と,QC機能による高精度

分析をサポートしている｡

(発売時期:1996年9月)

到 微小有機異物分析システム
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Z-5000形偏光ゼーマン原子吸光分光光度計

高歩留りでの生産を支えるため,半導体プロセス

ラインでの異物管理の重要性が増大している｡ウ

ェーハhLの異物の位置･サイズ･個数は異物･外

観検査装置によって検出されるが,異物の発生要因

を押さえるためには,その定性分析が必要となる｡

U-6500形微小有機異物分析システムは,Ⅹ線元

素分析では対応できない有機物系の異物に対し,

UV光を月鯛寸して蛍光分析を行うことにより,異

物の同定を可能にする｡またこのシステムでは,

異物･外観検査装置で得られた異物座標値を基に

ウェーハ上の異物の位置出しを行うことができ,

分析作業を効率的に行うことができる｡

(出荷予定時期:1997年1月)
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一医療･福祉機器一

医療機器には,性能はもとより,患者の不安感を取り除き快適性を考慮した設計が求められている｡

これらのニーズにこたえて,新しいコンセプトの下に,使い勝手の良い機器,システムを開発した｡

i 高性能全身用X線CT装置"CT-W3000AD”

Wヨ000AD

l車三一+.

幽 馳

全身用X線CT装置"CT-W3000AD”
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田 6700形尿自動分析装置

⑳

画像例

赤血王求 白血球

扁(へん)干上皮細胞

硝子(ガラス)円柱

辻､忘志
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6700形尿自動分析装置

今回製品化したⅩ線CT(CoInputedTomo訂a曲y)

装置``cT-W3000AD''では,独自の高感度固体検

出器,高速再構成演算器を採用し,高画質で高ス

ループットを実現した｡

この装置を製品化するにあたり,感度と効率が

高く,残光(Ⅹ線がオフした後の発光量)が少ない

シンチレ一夕材料を開発した｡この材料を使用し,

960チャネルの高精細検出器を完成させるととも

に,画像再構成アルゴリズムの改良を図ることに

より,高画質を実現した｡また,再構成演算を高

速化するために,専用のICの開発をフィリップス

社と共同で行い,画像再構成時間を従来の÷から
‡の1秒へ短縮することに成功した｡さらに,再
構成演算方法を変更することにより,1秒間に3

枚の画像を再構成することが可能となり,リアル

タイムCTを実現できる能力を持つ｡

この装置は大学,国公立病院向けに開発した最

高級スリップリングCTである｡100秒間の連続ス

キャン機能,そのデータを利用した独自の三次元

表示機能を使用することにより,診断だけでなく

治療の分野までの幅広いCTの応用を実現した｡

(株式会社口二扶メデイコ) (出荷開始:1996年5月)

尿検査は｢尿定性検査+と｢尿沈漕(さ)検査+

に大別される｡尿定性検査は尿中の糖などを化学

的に分析するもので,尿沈壇検査は,尿中の沈達

成分(尿を遠心分離して得られる沈殿成分)の分析

を行う検査である｡これにより腎(じん)･尿路系

疾患の診断に役立てることができる｡

ただし,この検査は,遠心分離,標本作成,顕

微鏡観察という煩雑な作業を伴うため,検体検査

の中でも自動化が遅れている分野であり,検査効

率向上が強く求められていた｡

今回,原尿のまま検体をセットし,スタートボ

タンを押すだけで,尿サンプルのかくはん,【吸引,

染色を自動で行い,さらに血摘像自動分析装置で

培ったパターン認識技術を応用し,ニューラルネ

ットワークを用いた画像認識による自動分類を行

う｢6700形尿自動分析装置+を発売し7こ｡

(発売時期:1996年4月)



甘 循環器用X線画像診断装置"SX-VA30”

最近,普及の著しい循環器系疾患の非外科的治

療手技であるⅠVR(InterventionalRadiology:診

断画像を即時に判断して治療を行う技術)は,患者

のQOL(QualityofLife)に大きく貢献する一方,

術者には高度な治療テクニックが要求される｡

今｢封,ⅠVR施行時の術者の負担軽減と患者の全

身の検査･治療を容易にする広いワーキングスペ

ースを確保するため,Cアームの天井走行と三軸

動作機能を備え,各動作の高速化とオートポジシ

ョニング機能による迅速な撮影位置設定を実現し

た"SX-VA30”を製.冒イヒした｡

(株式会社日立メディコ)

(出荷時期:1996年4月)

循環器用X線画像診断装置"SX一VA30''

ヨ 普及型X線骨密度測定装置"RMD-DHP-1”

巨軒妄
鞠■

普及型X線骨密度測定装置"RMD-DHP-l”

到 臨床検査トクルシステム"HlJAS一川00”

近年,社会的要求として医瞭費抑制が叫ばれて

いる中,一方ではコンピュータの小型化,オープ

ン化が進み,病院では低価格でかつ検査部門全体

のシステム化が図れる臨床検査トータルシステム

が求められている｡

このニーズにこたえ,従来のオフコン,ワーク

ステーションに代えてパソコンの採用などによ

り,低価格化,省スペース,検査データ管理の高機

能化を図り,生化学･血液･免疫血清･一般･細菌･

病理･生理･輸血検査を包含した臨床検査トータ

ルシステムを開発した｡汎用データベースの採用

により,エンドユーザー コンピューティングも容拐

に行え,検査データ活用の自由度が増している｡

1台の装置でⅩ線骨密度測定と一般Ⅹ線撮影の

両機能を備えたⅩ線骨密度測定装置を開発した｡

この装買は,1ヰ現性CVl%以下,計測時間20秒,

測定部位は腰椎(つい)止面および前腕骨と,従来

の高級機の仕様を維持し,骨密度測定とⅩ線撮影

の両機能を備えながら,低価桁を実現し普及化を

図った｡

骨密度測定装置は欲しいが,費用の回収や設置ス

ペースなどの二哩出で導入を見合わせている整形外

科や産婦人科開業医のニーズにこたえるものである｡

(株式会社日立メディコ)

(I■l_1荷‾r定時期:1997咋2月)

■
イ′

臨床監査トータルシステム"HルAS-1000”

(発売時期:1996年5月)
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望 クライアントサーバ型病院情報トクルシステム｢HIHOPSシリーズ+

クライアントサーバ型の利点を生かした段階的

なシステム構築と,業務拡張を可能にする病院情

報トータルシステムを開発した｡メインフレーム

と同等の信頼性を確保するとともに,分散処理技

事務部門

診察部門

診療支援システム
H‖+OPS-SS

栄養苫肝ヨ

給食管理システム
HIHOPS-CS(給食)

宍i 病歴部門

病歴菅‡攣システム
HIHOPS-CS(病歴)

医療事務システム

HIHOPS-CS(医事)

言今療費管理システム
HIHDPS-CS(診療要)

亡戸

予約哲理システム
川HOPS-CS(予約)

経営管理支援システム
HIHOPS-MS

〔管理者〕

薬剤部門

薬品在庫管理システム

HIHOPS-CS(薬品在庫)

薬歴琶王璧システム
HIHOPS-CS(薬歴)

[ヨ
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病院情報トータルシステム｢HIHOPSシリーズ+

到 歩行訓練機"PW-ド

歩行訓練を主目的とした歩行訓練機"PW-1''

を製品化した｡この製品は,今後利用者が増大す

るリハビリテーション分野で労力の低減や訓練期

間の短縮を目的として開発したものである｡

主な特徴･構成は次のとおりである｡(1)利用者

を安全かつ快適にサポートし,介助者の労力を低

減する免疫機能付きサポートアーム,(2)利用者の

歩行ペースに合わせて訓練が行え,回復段階に合

わせた負荷調整も可能な左右ベルト独立型歩行面,

(3)単調になりがちな訓練に対し,意欲と楽しさを

持たせる歩行速度同調型VR(VirtualReality)画

像表示部 (出荷時期:1996年10H)

到 福祉施設向け介護支援システム

囲

奄
タ

目的

福祉･医療サービスの

充実

高齢者ケアの充実

施設管理の充実

効果

施設ケアから在宅ケアまで

のトータルケアの実現
業務負担の軽減,雑務

からの開放

排個(はいかい)検知

発信器

電気量定

介護支援システムの構成

排泄(せつ)検知･ベッド呼び出し

受信機

緊急コ【ル

(彗

術の導入により,小規模から大規模病院に対して

最適なシステム構成を提供する｡さらに,オープ

ン環境(ORACLE,Windowsなど)で構築したこ

とにより,システム拡張や将来技術の進歩に対し

てもスムーズに対応可能である｡

病院情報トータルシステムは,診療支援システ

ム``HIHOPS-SS'',医療事務システム"HIHOPS-

CS'',各種部門システム(経営管理支援,診療費管

理,予約管理,薬品在庫管理,薬歴管理,病歴管

理,給食管理)から構成されており,システム相互

間での強力な連携機能を実現する｡従来の業務拡

張やシステム拡充に対しても柔軟に対応できる,

コストパフォーマンスに優れたトータルシステム

である｡

(出荷時期:1996年12月)

■

晦
■ Jて‾

歩行訓練機"PW-1

高齢化社会への対応として,特別養護老人ホー

ムなどの福祉施設が全国レベルで整備されつつあ

るが,介護人の不足が深刻な問題となっている｡

今回開発した介護支援システムでは,介護人の

負荷軽減と情報の一元化を実現した｡

主な特徴は次のとおりである｡

(1)ナースコールの受け付けをパソコンで行い,

排掴(はいかい)検知などのセンサ情報を取り込

み,電気錠との連動でインテリジェント化を実現

(2)介護支援をパソコンでサポートし,排泄情

報･申し送り事項を作成し,業務効率向上と柔軟

な運用を実現

(出荷時期:1996年9月)



家庭電気品

｢ずっと使うから日立+を共通コンセプトに,環境に優しく,使い勝手の良い製品を開発推進している｡

勿 独自の中段野菜室付き冷蔵庫

業界で初めて,使用頻度の高い野菜室を中段に

設けた｢野菜中心蔵+に,さらに全国で100名公募

のモニターの意見を採り入れて,使い勝手と収納

性の向上を図った新機種を発売した｡

(1)徹底した消費者調査を基に,各室を使用頻度

順に,上から冷蔵→野菜→冷凍室として使い勝手

と収納性の抜本的改善を図った｢ベストレイアウ

ト+設計とした｡

(2)野菜室の中段化により,大きく腰をかがめて

の無理な姿勢での出し入れを解消した｡さらに,

野菜室内を2段ケースで区分けして,大小の野菜

を見やすく取り出しやすく し,しまい忘叶も抑

えた｡

(3)モニターの意見を基に,冷蔵室では最も整理

しにくかった小物食品の整理収納性を高めた｡さ

らに冷凍室では,場所が限られていた食品凍結ス

ペースをi東結性能の向上によって全室に拡大し,

手軽に良質な食品凍結が行えるようにした｡

(4)圧縮機の高効率化,冷却器の熱交換効率の向

上,負荷変動に応じた冷気送風量の制御などによ

り,当社従来比約25%の省エネルギー化を図った｡

(発売時期:1996年9月)

51新マルチウインドゲNextage''

新マルチウインドウ"Nextage”(画面ははめ込み合成)

1財､甘､‾Y轡

座ウ

姦

l町
‾

声く細糊

独自の中段野菜室付き新型冷蔵庫

‾■】巧

1996年10月から,｢新マルチウインドウ+"Nex-

tage”(ネクステージ)6機種を順次発売した｡

｢新マルチウインドウ+では,同時に番組が楽し

める2画面をはじめ,4画面･8匝l面･12画面と,

視聴スタイルに合わせて,見たい番組∴をすばやく

選局できる｡また,付属のインタラクティブリモコ

ンでディジタル衛星放送受信端末の"CS-DP60S”

も操作できるほか,ハイビジョン番組を手軽に楽

しめるM-Nコンバータ(HE62,65シリーズ)や文

字放送デコーダを内蔵(HE65シリーズ)など,多

彩なメディアに対応している｡
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:到 高暖房能力･省エネルギーエアコン｢カラッと除湿の白くまくん+

圧縮機の効率改善などにより,-150cでも3.5

kWという石油暖房並みの高暖房能力で,しかも

電気代も安いエアコンを業界に先駆けて開発した｡

攣

高暖房能力･省エネルギーエアコン

(1)-150cでも3.5kWの高暖房能力:厳寒時に

は庄轟宿機の回転数を上げ,2.5kWクラスで外気

温一15℃でも石油暖房並みの3.5kWを維持

(2)外気温20cでの暖房立ち上がりのスピード2

倍アップ:暖房立ち上がり時間を従来の18分から

9分に短縮

(3)業界一の省エネルギー:圧縮機の高効率化と

制御の改善(PAM制御)により,年間電気代が

21,600円と業界一の低維持費

(4)温度,湿度が設定できる｢カラッと除湿+:好み

に応じて,40%,50%,60%の湿度が選択可能(湿

度40%は到達湿度業界一)(発売時期:1996年11月)
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勿 分けて,入れて,一度に洗う全自動洗濯機

デリケートな衣類とその他の衣類とを分けて,

入れて,一度に洗える｢押し洗いポケット+を採

用した｢お湯取物語 ポケット洗科+シリーズ(7.O

kgタイプ,8.Okgタイプ)を発売した｡

(1)洗濯槽側面に｢押し洗いポケット+を2か所

設け,布絡み,布傷み,型崩れなどが心配なデリ

ケートな衣類を入れ,メイン槽のしっかり洗いた

い衣類と一度にi先うことができる｡今まで分けi先

いしていた物もいっしょにまとめて1回で洗える

ので,時間も水も節約できる｡

(2)｢お湯取ポンプ+内蔵により,ふろ水の自動吸

水i先濯が簡単にでき,水道水の節水と‡先浄力も向上

(3)丈夫でさらに清潔な,抗菌効果の高い銅を練

り込んだ抗菌ステンレス槽を採用

(4)回転センサの採用により,50/60Hz共用

｢お湯取物語 ポケット洗科+シリーズ洗濯機

(発売時期:1996年8月)

51 水洗い可能な｢丸洗い吸口+を採用した掃除機

新｢たつまきパワーかるワザ+

シリーズ掃除機

吸口部分の水洗いが可能な,業界初の｢丸洗い吸口+を採用した,新

｢たつまきパワーかるワザ+シリーズ3機種(CV¶W83･W73･W63)

を発売した｡

(1)吸口部にモータや基板などの電気部品がないうえ,耐水性のある

部品を採用Lて,まるごと水洗いを可能にした｡また,竜巻の憤理を応

用した構造のため,簡単に分解･組立ができる｡

(2)小型ハイパワーモータの開発により,業界最高レベルの吸込仕事

率540Wを実現(CV-W63は530W)

(3)本体に傷がつきにくくするため,本体表面にUVコーティング加工

を施した(CV-W83･W73)｡

(4)延長管の長さをワンタッチで調節できる｢伸縮アルミパイプ+を採

用(CV-W63は樹脂製の伸縮ズームパイプ)

(発売時期:1996年9月)



勿 進化したテープナビVTR

｢テープナビ+VTR

録画内容を簡単に検索でき,すばやく頭出しで

きる｢テープナビ(テープナビゲーション)+機能

について,録画内容一覧表示画面の進化を図ると

と もに,CMのオートカット機能を採用した

VTR5機種(S-VHSタイプ3機種,HiFiタイプ2

機種)を製品化し,1996年8月から順次発売した｡

VTRの使用にあたっては,｢録画した番組がど

のテープに入っているかわからない+,｢見たい番

組の頭出しができない+といった｢録画番組の検

索+についての不満が多い｡これを解消するため,

テープナビゲーション機能を1994年から採用して

いる｡

封 テープナビゲーション機能付きビデオカメラ｢はなれワザ+

テープナビゲーション機能をビデオカメラに初

めて搭載した新｢はなれワザ+を発売した｡

テープナビゲーション機能は,録画した内容を

ビデオカメラが自動的に記憶するシステムで,再

生の際の頭出しやテープの残量時間の把握に便利

な機能である｡また,このクラス最大の4.7型大型

液晶モニタを採用して,撮りやすく多勢でも見や

すい画面とした｡さらに,カメラ部を従来機種同

様に着脱可能な｢防水構造+としたため,さまざ

まなアングルでの撮影が可能であり,加えて,テ

レビチューナを内蔵しているので,パーソナルテ

レビとしての使用も‾叶能である｡

⑳.0珊

¢ ゆ

0

テープナビゲーション機能付きビデオカメラ

型 46型の大画面で薄型のハイビジョンテレビ

46型薄型ハイビジョンテレビ(画面ははめ込み合成)

46型のハイビジョンテレビ"C46-HD60''を発売

した｡｢短焦点ハイブリッド光学レンズ+と大口径

電子銃を採用した｢静電収束式ダイナミックフォ

ーカス投写管+を搭載し,46型の大画面で奥行き

49cmという薄型を実現した｡

現行放送の走査線を1,125本に補間拡大する

｢1125コンバータ+を搭載し,現行放送もノ､イビジ

ョンに迫る高画質が得られる｡また,微妙な色ず

れをワンタッチで調整できる｢ジャスピタッ･フ

ォーカス機能+により,ワイド放送も高画質映像

で楽しめる｡
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ディジタル衛星放送受信端末"CS-DP60S”

P匡ClTAL

H汀ACHl

:亡二戸一さ′.fさ′冶:TL'y:′"

革軸岳 曹
ディジタル衛星放送受信端末``cs-DP60S”

国内初のディジタル衛星放送"PerfecTV!”に

対応したCSディジタルチューナ,および45cmCS

アンテナをセットにした"CS-DP60S”を発売した｡

この製品は,多くのチャネルから見たい番組を

クロスキーリモコンを使って,テレビ画面上で楽

しく,かつ簡単に選局できるグラフィカルユー

ザー インタフェースを搭載している｡また,光デ

ィジタル音声出力端子を装備して高音質ディジタ

ル録音に対応し,大型蛍光表示管の採用によって

操作性も向上している｡

(発売時期:1996年8月)

到 道路交通情報通信システム(VICS)にバージョンアップで進化する｢バードビューTM+

社
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家
庭
電
気
品

■⊥空

渋滞や通行止めなどの通路情報をリアルタイム

で運転者に知らせるⅤICS(VehicleInformation

and Communication System)のサービスが,

1996年春から首都圏の主な一般道路や首都高速道

路,東名･名神高速道路で開始された｡

そこで,｢バードビューTM+NX-L20HのⅤICS対

応機器として,ⅤICSユニット(FM多重),光･電

波ビーコンユニット,およびバージョンアップソ

フトウェアを発売した｡

烏の視線で目的地まで見渡せる｢バードビューTM+

は,約6km先までの渋滞情報を一目で確認でき

る｡また,地図の拡大･縮小などの煩わしい操作

が不要となり,運転時の使い勝手が向上した｡な

お,ⅤICS文字,簡易図形,地図表示はレベル3ま

で対応できる｡

(発売時期:1996年11月)

到 コンパクトで軽量の電球形蛍光ランプ

才丁‾‾‾‾‾‾‾‾‾環

コンパクトで軽量の電球形蛍光ランプ｢ナイスボール+
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｢バードビューTM+の画面

凪

怒

巨夕凛≦三毒H:,き護

コンパクトで軽量,寿命が一般電球の6倍長も

ちし,電球ソケットにそのまま使用できる電球形

蛍光ランプ｢ナイスボール+を発売した｡

(1)3連U形蛍光管,アマルガム技術の開発と点

灯回路の小型化により,軽量･コンパクト化を実現

(2)新開発の電極と高効率の3波長蛍光体の採用

により,一般電球に比べて6倍の長寿命

(3)一般電球と比べて,電気代･発熱量を約÷に

低減

(4)電子インバータで点灯のため,ちらつきがな

く,瞬時に点灯

(発売時期:1996年9月)




